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ケイミューでは、再生材料を優先的に選択
してグリーン調達比率を高めることを推進し、
環境負荷低減に取り組んでいます。
2020年度の再生材料使用比率は48.1％

で２年連続最高比率を更新しました。この
要因はフライアッシュ類＊1やスクラップ＊2、
古紙パルプなどの再生材料を活用する技術
開発や効率的な調達の推進によるものです。
一方、生産量が前年度比約12.8%減少し

た影響で、再生材料使用量は前年度46.4万
トンから42.0万トンとなりましたが、再生材

料使用比率が前年度比約3.8％増加したこ
とにより、使用量は約9.5%の減少に止まり
ました。
今後も原材料に再生材料を活用する技術
開発や調達の推進によって再生材料を効率
的に活用し、環境負荷を与えないグリーン
調達の比率向上に取り組んでまいります。
＊1 フライアッシュ類
火力発電所などで石炭を燃焼させて発生した灰を電気
集塵装置で回収したもの 

＊2 スクラップ
新築現場で発生した端材や製造工程で製品とならな
かったものなどを再生材料としたもの

ケイミューの製造事業所では日々の生産
活動の中でさまざまな廃棄物が発生します。
「最終埋め立て処分場の残余容量逼迫」と
いう環境課題を鑑みて、排出する廃棄物は
リサイクルや最終埋め立て処分量の低減が
可能な中間処理業者を選定し、処理を委託
しています。
2020年度の社外処理委託量は前年比約

１％増加し、1.95万トンとなりました。生産量が
減少した影響を受け社外委託（重量原単位）
は前年より16.2％増加し、目標としていた
2％削減を達成できませんでした。
これら悪化の要因は、不良品の増加、屋根

材の旧製品廃棄処分、再生原料化の処理
能力低下などによる産業廃棄物の増加に
よるものです。
また、社外リサイクル率も目標としていた
99%以上におよばず98.1%となりました。
廃棄物処分時における有価物化率について
も前年度11.4％から9.9％に低下しました。
これは生産量が減少したことと産業廃棄物
の社外委託量が増加したためです。
廃棄物の削減や原単位低減は継続的な
課題と捉え、今後もムダのゼロ化による材料
の有効活用化、有価物化への切り替え推進な
どで廃棄物の削減に取り組んでまいります。
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■ グリーン調達材料の内訳
（2020年度）

■ 端材回収リサイクルシステムフロー図

処理連絡

回収指示

ご請求料金支払回収依頼

FAXまたはインターネット

移送

建築現場
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■ フライアッシュ類
使用料の推移
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環境負荷を低減する資源の有効活用
地球環境に配慮した再生材料を優先的に使用し
限られた資源の有効活用に取り組んでいます。

廃棄物の排出抑制とリサイクルの推進
循環型社会の形成を見据え、廃棄物の発生抑制と
効率的なリサイクルを推進しています。
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■ 廃棄物最終埋め立て処分量・
社外リサイクル率の推移
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■ グリーン調達比率
(再生材料比率）の推移
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■ 端材回収量の推移
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グリーン調達の推進 廃棄物削減及び社外リサイクルの推進

新築現場などで発生する外壁材や屋根材
の端材（切断した後の切れ端）のほとんどは
産業廃棄物として廃棄処分されていました。
ケイミューでは、早くから新築現場で発生

した外壁材、屋根材などの自社端材を積極
的に回収し、工場で再原料化するリサイクル
システムを確立し、取り組んできました。
2020年の新規住宅着工数は、新型コロナ

感染拡大の影響を受け、前年比約9.9％減の
81.5万戸で、販売の主力となる持家住宅は
9.6％減、戸建て分譲住宅では11.4％減と
なりました。2020年の端材回収量は、住宅

販売減少の影響で、6,800トンとなり前年比
約９％減でした（前年は7,500トン）。
一方、端材の回収契約を結んでいる元請け
業者様の数は前年より約８％増加しており、
契約社数は2012年度から８年連続して増加
しています。これは回収された新築端材を
新たな原料として再生する取り組みが評価
されたものと考えます。
持続可能な循環型社会の形成には資源の
再利用とその活用が不可欠です。当社は端材
の回収を通じてその実現を目指します。

端材回収リサイクルシステム

環境パフォーマンス

廃棄物の分別厳格化への取り組み―
奈良テクノセンターにおける環境保全勉強会
多くの自治体では廃棄物を適正に分別・処理してごみの減量を図るだけでなく、再資源化を推進

しています。奈良テクノセンター（大和郡山市）でもこうした趣旨に沿って廃棄物の適正処理に対応
してきましたが、所管の自治体から事業系一般廃棄物と産業廃棄物をきちんと分別した適正処理及び
資源化による廃棄物の減量が求められ、現行の廃棄物の管理体制の全面的な見直しに取り組みました。
廃棄物処理法では産業廃棄物以外のものを（事業系）一般廃棄物と言いますが、これは自治体に

よって処理されます。一方、産業廃棄物は事業者が当該の処理業者に処理を委託しなければなり
ません。それを踏まえて奈良テクノセンターでは全従業員を対象に事業系一般廃棄物に産業廃棄物
と資源ごみの混入を防ぐための「環境保全（事業系廃棄ルール）勉強会」を開催し、それぞれの違い
の確認と分別の周知を図りました。ただ、廃棄物については人それぞれに受け止め方の違いが
あるほか、事務系一般廃棄物の範囲、さらには従業員の居住地によっても判断基準の差異があり
ます。そのため誰もが納得できる説明、ごみ排出時におけるわかりやすい表示などをまとめること
に労力を要しました。
奈良テクノセンターでの一体となった取り組みではそうした問題をクリアするとともに、廃棄物
分別と処理について統一的な指針を策定して自治体のごみ排出規制と再資源化の要請に応えら
れる体制を確立しました。
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